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コンテンツ構築実習「機関リポジトリと著作権. 実習」問題 

東京工業大学 研究情報部 情報図書館課 電子図書館グループ 

津久井  祐子 

 

 

■ツール/参考資料 

✔ SHERPA/RoMEO  http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php 

✔ 学協会著作権ポリシーデータベース  http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/ 

✔ 刊行元（学協会・出版社）の Web サイト 

✔ 黒澤節男 『機関リポジトリと著作権』 広島大学図書館編集・発行, 2008.3, 35p. 

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00023065 

 

■刊行元方針の見つけ方 

① まずは SHERPA/RoMEO（海外）および SCPJ（国内）で概要をつかむ。 

② しかし出版者サイトの記述と違っていることがある（方針の変更が反映されていない

等）ので，必ず出版社サイトで著作権譲渡契約の内容を確認する。 

③ 個々の雑誌ページの”Authors' Rights” ”Guide for authors” ”Submission”等

のページでは，著者の権利について記載があったり，Copyright Transfer Form がダ

ウンロードできたりする。 

 自分が論文投稿者で，自分にどのような権利があるのか，という立場・観点で探

す。出版者ウェブサイトのトップページ等にある“ Terms & Conditions ” や

“Copyright”は閲覧者・購読機関向けのもの。 

 

■問題 

問題１～５は，論文を機関リポジトリに登録することが可能か，出版者の方針を調査し

て回答して下さい。 

問題６は，機関リポジトリに登録することが可能か，可能であればどのような点に注意

すべきか回答して下さい。 

 

問題１【難易度】 

 

M. Kiguchi, O. Tal, S.Wohlthat, F. Pauly, M. Krieger, D. Djukic, J.C. Cuevas, J.M. 

van Ruitenbeek 

Highly conductive molecular junctions based on direct binding of benzene to 

platinum electrodes 

Physical Review Letters, Vol. 101, p.046801, 2008. 
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【手順】 

① とりあえず SHERPA/RoMEO 

②  出版社・ジャーナルの Webサイトで著者向けのページを探す 

③ Copyright Transfer Formを確認 

 

問題２【難易度】 

 

Imai, Akio ; Nishimura, Etsuko ; Current, John 

A Lagrangian relaxation-based heuristic for the vehicle routing with full 

container load 

European Journal of Operational Research, 176(1), p. 87-105, 2007 

 

【手順】 

① とりあえず SHERPA/RoMEO 

② 出版社・ジャーナルの Webサイトで著者向けのページを探す 

③ Copyrightに関する内容を確認                                

 

問題３【難易度】 

 

加藤英之, 小林 隆志, 横田 治夫 

OXTHAS: Webサービスベースのワークフロー管理における障害を考慮した負荷分散手法 

電子情報通信学会論文誌. D, 情報・システム, 91(4), 993- 1003, 2008/4 

 

【手順】 

① とりあえず SCPJ 

② 学会の Webサイトで著作権規定を確認 

 

問題４【難易度】 

 

三浦 彩子 , 金子 晋也 , 是永 美樹 , 八木 幸二 

都市における商業施設の公開スペースの構成 

日本建築学会計画系論文集, 73(625), 573-578, 20080330 

 

【手順】 

① とりあえず SCPJ 

② 公開条件を詳しくたどっていく 
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問題５【難易度】 

 

E. Matsumura, S. Ooi, S. Murakami, S. Takenaka and K. Aoki 

Constitutive Synthesis, Purification, and Characterization of Catechol 

1,2-Dioxygenase from the Aniline-Assimilating Bacterium Rhodococcus sp. AN-22 

Journal of Bioscience and Bioengineering, 98(2), p. 71-76, 2004. 

 

【手順】 

① とりあえず SHERPA/RoMEO…？ 

② SCPJではどうか…？ 

 

問題６【難易度】 

 

博士論文の登録を依頼された。この博士論文の幾つかの章は，それぞれ別の学術雑誌に

掲載された論文である。 

 

【手順】 

この博士論文を機関リポジトリに登録するには，どのような問題点や注意点があるのか

考えてみましょう。 
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